
 この取組は、健康の保持増進と体力の向上を目指した教育の充実に努める学校を訪問し、学校の 

教育活動全体を通じた取組や体育・保健体育の授業等を参観し、優良な実践を広く周知することで 

県内の体育・健康に関する指導の充実を図ることを目的に本年度より始めました。 

 訪問校ついては、「新潟県体力テスト」の体力数値、アンケート結果を新潟青陵大学の協力を得 

て解析を行ったデータを基に選定しました。 

 本年度の訪問校について、その取組や授業の様子を報告書にまとめましたので、各校における体 

育・健康に関する指導の充実にご活用ください。 

 県教育委員会では、今後も、各校における体育・健康に関する指導をはじめ、体育・保健体育の 

授業づくりを支援してまいります。 
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令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 小学校 

 

訪問校１  

上越市立直江津南小学校 

訪問日 令和６年 12月 5日（木） 
 

学校紹介 

○人間関係づくりを軸とした教育活動と充実した教職員集団 
 人間関係づくりをグランドデザインの重点のひとつとして、「自分も相手も大切にする子ども」の育

成を目指している。いずれの学年も児童同士、あるいは教職員との良好な人間関係が構築されており、

学校全体が落ち着いている。体育についての意欲的な取組が見られ、体力も高い水準にある。アンケー

ト項目の回答はいずれも平均値を大きく上回っている。 

 体育専門の教員だからというのではなく、質の高い授業を展開できるよう、体育担当の授業者は学年

の枠を越えて、常時情報交換をしている。体育の学習カードの書式を統一し、体育ファイルに綴って学

びの変容が見えるようするなどの工夫をしている。 

  

廊下には、体育・健康に関するポスターが多数掲示

され、学校全体で環境づくりが行われている。写真

は、児童の課外活動での活躍をまとめたもの。 

体育館には「小学生のための体力つくりハンドブッ

ク」が掲示され、児童が確認できるよう環境が整え

られている。 
 

授業１ ５年生「ボールで鬼ごっこ」（ボール運動：ベースボール型）      
  

【ねらい】 

 「ろくむし」をもとにした簡易ゲームを通して、逃げたり捕まえたりするコツを試したり、仲間と話

し合ったりすることで、より良い解決方法を考える。 

※陣地が３つあり、陣地間を移動している際、鬼にボールを当てられたり、タッチされたりせずに１周

できれば成功という伝統的な遊び「ろくむし」を教材化した。 
 

  

授業の導入では、本時の活動内容、児童の動きな

どがイラストで示され、イメージしやすく工夫され

ている。 

遊び要素が盛り込まれ、楽しみながらベースボー

ル型のボール運動の特性を学ぶことができるよう

教材の工夫がなされている。 

〈スクールデータ〉269名 
学校の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

95.1％（平均 88.5%） 

運動は大切 

98.1％(平均 94.8%) 

体育の授業が楽しい 

97.0％（平均 91.7%） 



  

ゲームが終わるごとにチームでの話合いが行われ

る。学習のながれや手順が定着しており、どのグル

ープも話合いが成立している。 

教師の説明で知識として学ぶのではなく、動きの

中で自然と最後の陣地に守備（キャッチャー）が立

つなど、児童の気付きが感じられる。 
 

授業２ ６年生「Team de TOPPA！―タグフットボールを通して―」（ボール運動：ゴール型）       
  

【ねらい】 
 チームで立てた作戦を試すことを通して、攻撃の選択肢を増やしたり、チームの良さや課題に気付い

たりする。 
 

  

児童と教師の距離感が近く、誰でも発言できる雰

囲気が作られている。児童の発言を基に教師が

次々に問いを仕掛けていく。 

下学年からの指導の成果が感じられ、どのグルー

プも全員の意見の引き出すような話合いが行われ

ている。 

  

社会奉仕活動団体から寄贈された用具を使用して

いる。 

作戦会議では、タブレット端末とホワイトボードが

使用され、用途に合わせてグループで使い分けら

れている。 
 

 授業の導入において、本時の課題が明確に示され、活動内容が分かりやすく説明されていた。課題

設定の中では、児童の発言を基にして「○○するにはどうすればいい？」「どうなるかな？」と次々に

問いを投げ掛け、『早く動いて確認したい』そんな児童の意欲を引き出していた。 

 また、どちらの授業においても学習カードで振り返りがきちんと行われており、毎時間提出されて

いた。教師は毎時間確認し、次の時間の導入でフィードバックしながら課題設定につなげていた。 

 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 小学校 

 

訪問校２  

南魚沼市立石打小学校 

訪問日 令和６年１１月２１日（木） 
 

学校紹介 

○「運動する楽しさ」「技能向上の喜び」が実感できる運動経験の充実を目指す 
 “スポーツフェスティバル（運動会）、学習発表会、校内スキー記録会”を三大行事とし、保護者や地

域と連携しながら、児童が意欲的に運動やスポーツに取り組めるよう学校全体で取り組んでいる。 

体力向上についても積極的に取り組んでおり、「令和５年度『１学校１取組』取組事例集」の掲載校で

ある。体力テスト集計デジタルアプリを導入し、動画コンテンツの活用やポイントの確認等によって数

値の向上が見られている。 

 体育の授業では、「場の設定」と「ICT 機器の活用」を軸に授業改善が図られており、「体育の授業が

楽しい」は、「運動・スポーツが好き」を 8.5ポイント上回る。 

  

前後期でクラブ活動を実施。スキーは、アルペンと

クロカンに分かれ、時数をまとめて行われる。 

 

体力テストデジタル集計アプリを導入し、動画コン

テンツの活用などで体力数値が向上した他、教職

員の負担軽減も図られている。 
 

授業１ ４年生 器械運動（跳び箱運動）  
  

【ねらい】 

 ・自己の能力に適した切り返し系の基本的な技を安定して行ったり、その発展技に取り組んだりする。 

 ・友達の技のできばえに関して、自己の考えを他者に伝える。 

 ・友達の技の発表に対して、今までの練習などを労う言葉がけをしている。 
 

  

体育館に大型モニターが常設され、導入や終末場

面で活用されている。 

練習の場を選択できるように、多様なステージが

準備されている。 

〈スクールデータ〉117名 
学校の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

88.9％（平均 88.5%） 

運動は大切 

96.6％(平均 94.8%) 

体育の授業が楽しい 

97.4％（平均 91.7%） 



  

可能なグループはタブレット端末で技のできばえ

を撮影しており、５．６年生の学びにつながるよう

意識されている。 

発表は、「発表タイム」と「がんばったねタイム」で構

成され、仲間のよかったところを伝える工夫がな

されている。 
 

授業２ ５年生 器械運動（跳び箱運動）       
  

【ねらい】 
 ・自己の能力に適した回転系の基本的な技を安定して行ったり、その発展技に取り組んだりする。 

 ・課題の解決のために自己の考えたことを他者に伝える。 

 ・互いに役割を決めて、観察し合ったり支え合ったりする。 
 

  

タブレット端末を用いた技の撮影では、見本の動画

と見比べができるよう、画角を考えながら行われ

る。 

ペア活動では、「練習タイム」と「研究タイム」が設定

され、ポイントカードと照らし合わせながらできば

えを確認していく。 

  

学習カードを使っての振り返りがしっかり行われ

ている。 

仲間の評価と自分の感覚についての意見交換がき

ちんとできるよう、観察するポイントが予め示さ

れ、共有されている。 
 

 保護者や地域と連携し、児童が意欲的に運動やスポーツに取り組めるよう学校全体で取り組んでい

る様子が伺えた。体育の授業では、「場の設定の工夫」や「ＩＣＴ機器の活用」により、児童が個々の

技能レベルに応じた技や挑戦したい技に取り組むことで、達成感を味わえるような手立てが講じら

れ、児童の意欲的な活動を引き出していた。 
 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 小学校 

 

訪問校３  

新発田市立豊浦小学校 

訪問日 令和６年１２月５日（木） 
 

学校紹介 

○豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育む 
 近隣４小学校が統合して開校４年目。体育的行事・学習が充実しており、年間を通じて運動・スポー

ツに親しむことができるようカリキュラムが組まれている。スポーツフェスタ（運動会）の競技による

順位付けをやめたり、マラソン大会から持久走記録会へ変更して距離選択できるようにしたりするなど

様々な工夫も見られる。また、全学年が毎日どこかで遊んだり運動したりできるよう、校舎施設を学年

ごとに細かく割振るなど体を動かす環境も整えられている。  

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査では、体力合計点が男子 57.04点、女子 62.04点と県平均値を

大きく上回っている。 
 

  

スポーツフェスタは、「運動する楽しさ」を味わうこ

とができるよう“じゃんけん列車”や“増え鬼”など

ユニークなプログラムが並ぶ。 

新発田市・聖籠町合同の親善陸上大会には 

多くの児童が出場。リレー競技では、昨年度の女子

優勝に続き、本年度は男子が優勝している。 
 

授業１ ５年生 体つくり運動（体の動きを高める運動） 
  

【本時のねらい】 
・ボール運びゲームとボール転がしゲームを通して、自分に合った運動を工夫しながら、グループのみ 

んなで助け合って活動することができる。 
 

  

授業の導入では、ボールキャッチの仕方について、

グループで話す、巧みな動きができているグルー

プを取り上げるなどの工夫がなされている。 

３人で対戦。ボール４個を使い、自分の陣地にボー

ルを２個運ぶ、ボール運びゲーム。上手くいった作

戦をグループで共有。 

〈スクールデータ〉302名 
学校の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

82.2％（平均 88.5%） 

運動は大切 

91.4％(平均 94.8%) 

体育の授業が楽しい 

95.2％（平均 91.7%） 



  

ボール運びゲームの、人数やボールの数を増やし

て難易度を高めることで、グループでの話合いや

工夫、助け合いを引き出している。 

ボール転がしリレーでは、ボールを受け取る人の走

る速さに合わせて転がしたり、走っている人を応

援したりといった助け合いが見られる。 
 

授業２ ６年生 「目指せ！マットマスター」 器械運動（マット運動）       
  

【ねらい】 
・プレ発表会の動画を見て、技の組み合わせ方を工夫したり、自分の演技を高めたりすることができる。 
 

  

体育館に常設のモニター・教師用タブレット端末を

使って活動のながれ、本時の課題を確認している。 

個人で練習する時間をきちんと確保し、それぞれ

の課題に対して向き合うことができるよう展開さ

れている。 

  

個人練習した後、タブレット端末を使って撮影を行

い、ペアで改善点を共有する。 

共有した改善点をイメージして再チャレンジ。ペア

はその変化に気付き助言するなど、タブレット端末

を「見る工夫」「行う工夫」に活用。 

 

 授業の導入では、児童が見通しをもって授業に臨めるよう、本時の目標や活動内容が明確に示され

ていた。教師からは、児童の「チャレンジ」を促す声掛けが多く聞かれ、また、活動中に児童からの

意見を引き出し、それを反映することで児童の意欲を引き出していた。 

 児童が活動する場面、グループ等で話し合う場面が明確で、話し合いで出された自発的な工夫が、

その後の活動にいかされるなど、児童が自ら運動する環境づくりにつなげられていた。 

 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 中学校 

 

訪問校４  

刈羽村立刈羽中学校 

訪問日 令和６年１２月１７日（火） 
 

学校紹介 

○恵まれた施設にきめ細やかな指導、運動量を十分に確保した授業を展開 
 生涯学習センター（ラピカ）、刈羽村第２体育館が隣接し、2.5㎞ほど離れた場所には源土運動広場野

球場があるなど、充実した体育施設に囲まれている。部活動等はもちろん、室内水路を備えるラピカで

の水泳授業など、様々な体育的活動に活用されている。 

 体力は県内トップレベルにあり、併せて「体育の授業が楽しい」は 95.5％と県平均値を大きく上回る。

「運動・スポーツが好き」を 13.5ポイント上回るこの結果からは、生徒にとって体育の授業が魅力ある

ものとして捉えられていることが伺える。 

 同校の保健体育科担当教諭は、『楽しいが感じられる授業』、『成長が感じられる授業』を心掛けて授業

づくりを行っており、その一部を紹介する。 

  

授業１ ３年生 球技（ゴール型：バスケットボール） 
  

【ねらい】 

・チームの作戦を理解し、自分の役割を考えながら試合をすることを通して、自分の特徴や技術を生か

してプレイすることができる。 
 

  

単元ごとに主運動につながるW-UPメニューが用

意され、通年でバランスよく体力を高められるよう

工夫されている。 

活動のながれや課題が可視化され、生徒が常に確

認できるよう、体育館に複数のホワイトボードが常

設されている。 

『楽しい』が感じられる授業 

○みんなで楽しむ、全員で参加する 

 →ルールや用具の工夫 

  チーム編成やグループ分けの工夫 

  課題の難易度の調整や選択肢の追加 

○気軽にできる 

 →すぐに、いつでも できる場の設定 

  安全な、一人一個の用具を準備 

  遊び感覚でできる取り組み方を入れる 

○仲間と協力、共有できる 

 →ペア・グループ活動の設定 

  振り返りの時間の充実 

○安心安全に参加できる 

 

 

 

ギャラリー走路を備えた体育館、全校集会が可能

な格技場、全天候型３００ｍトラック・芝フィールド

と恵まれた施設を誇る。 

〈スクールデータ〉119名 
学校の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

82.0％（平均 81.4%） 

運動は大切 

95.3％（平均 92.7%） 

体育の授業が楽しい 

95.5％（平均 87.7%） 



  

十分な運動量が確保され、１２月にも関わらず額に

汗し、中には半袖で活動する生徒もいた。BGM を

流すなど、場の工夫も見られる。 

導入時に課題をまとめたホワイトボードを基に振

返りが行われ、追記作業が行われる。このホワイト

ボードを次時の導入で用いるサイクルで授業展開

されている。 
 

授業２ １年生 球技（ゴール型：バスケットボール）       
  

【ねらい】  

・自分のシュートフォームを撮影・視聴することを通して、課題を発見し、改善するための取組をして

シュート成功率を向上させることができるようになる。 
 

 

 

W-UPのメニューには、ドリブルやパスなどの基礎的スキルも含まれており、技能を向上させることも意

図されている。教師も一緒に取り組み、必要に応じて師範しながらポイントを示すことができるようにし

ている。 

  

シュートの動作ポイントについて大型モニターを用

いて説明している。完成形だけでなく、教師自らモ

デルを務めた粗形態も示され、見比べながら学ぶ

ことができるよう工夫されている。 

学習内容に応じて、タブレット端末を積極的に活用

するようにしている。 

 

W-UPメニューは、腕立てや腹筋といった単調なサーキットトレーニングにならないよう工夫されてお

り、例えばマット運動では、“足たたき”や“カエルバランス”など13もの運動に取り組んだのちに前

転・後転といった技の練習に入る。体力の向上を図りながら主運動につながる内容で構成する点は、

他校の参考となる。 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 中学校 

 

訪問校５  

十日町市立南中学校 

訪問日 令和６年１１月２５日（月） 
 

学校紹介 

○運動・スポーツに熱心に取り組む地域風土の中で育つ生徒 
 部活動加入率は９割を超え、文化部が吹奏楽部のみのため、生徒のほとんどが運動部に所属している。

学校後援会とは別に、部活動を支援するための団体があり、地域企業や住民などから寄せられる賛助金

が生徒の活動を支援している。 

 校舎に入ると廊下には、生徒の活躍を報じる新聞記事や賞状が掲示されている。また、体育館へ移動

する途中には、校内長距離記録会の歴代記録が記された木板、「南中サーキット」の種目名・回数が記さ

れた何枚もの掲示を目にすることができ、学校全体で運動・スポーツに取り組む雰囲気が感じられた。 

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果では、男女ともＡ判定の生徒が５割を超えており、特に

男子の体力合計点は県最上位である。 
 

  

授業１ １年生 器械運動（マット運動）  
  

【ねらい】 

・チームの作戦を理解し、自分の役割を考えながら試合をすることを通して、自分の特徴や技術を生か

してプレイすることができる。 
 

  

１単位時間がきちんとマネジメントされており、授

業規律が確立している。本時のながれ、課題が端

的に伝えられている。 

アドバイスをもらいながら、ペアやグループでそれ

ぞれの課題に意欲的に取り組んでいる。 

 

 

 

 

クロスカントリースキーの授業が全学年で８時間程

度実施されている。小学校から系統性のある学習

が展開されている。 

部活動の練習場所不足の解消と体力向上を目的

に、校舎すべてを使った「南中サーキット」を冬季、

週１回実施している。 

〈スクールデータ〉228名 
生徒の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

81.5％（平均 81.4%） 

運動は大切 

91.4％（平均 92.7%） 

体育の授業が楽しい 

91.0％（平均 87.7%） 



  

個別に指導を受けるスペースを活用するとポイン

トが付与され、生徒が貯めていく手立てが講じら

れている。 

評価規準が生徒、保護者に配付されており（全教

科）、目指す姿が教師と共有されている。 

 

授業２ ２年生 器械運動（跳び箱運動）       
  

【ねらい】  

・跳び箱運動を通して、仲間と協力したり、タブレットを活用したりしながら自分の動きを分析し、技

を習得していくことができる。 
 

  

体育館に常設のプロジェクターを用いて、課題を

提示、説明している。見本動画の視聴にも活用され

る。 

撮影だけに終わらず、動きについて仲間と対話す

る姿がどのグループでも見られた。 

  

学習カードは用紙を基本にしながら、タブレット端

末も状況に応じて用いられている。どの生徒も丁

寧に記入しており、学習の振返りが習慣化されて

いる。 

ロイロノートを用いて、学習記録や動画がまとめら

れている。課題の提出、教師からのフィードバック

にも活用している。 

 

 どちらの授業でも準備や後片付けを含めて、すべての生徒が意欲的に活動に参加していた。また、

それぞれの課題に取り組む時間も一人で活動している生徒がおらず、ペアやグループで関わり合いな

がら学習を進める姿からは、学級集団が安定していることが伺えた。 

 全学年で統一したW-UPメニューを設定して取り組んだり、体力テストの際には過去のデータを貼り

だして目標設定を行ったりするなどの工夫もしている。 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 中学校 

 

訪問校６  

阿賀野市立水原中学校 

訪問日 令和６年１２月１３日（金） 
 

学校紹介 

○運動量の確保に重点を置いた授業づくり 
 地域は、部活動に大きな期待を寄せており、地域移行が進む中ではあるが、運動部への所属率は男子

76％、女子 55％と県平均値（Ｒ５学校体育調査）を上回る。昼休みは、バスケットボール、サッカーで

汗を流す生徒が多く見られるなど、体を動かすことが好きな生徒が多い。 

 市民図書室を併設する校舎は素晴らしく、体育館だけでなく、オープンスペースや廊下も広く、雨天

時や冬季の部活動も場所で苦労することはない。 

 体力は県内トップレベルにあり、特に男子の数値は極めて高い。また、授業の満足度が高く、「体育の

授業が楽しい」は 93.9％と県平均値を大きく上回る。さらにこの数値が、「運動・スポーツが好き」を

11.6ポイント上回る点は特筆すべき点である。 
 

  

授業１ ２年生 器械運動（跳び箱運動・マット運動）  
  

【ねらい】 

・自分ができる技の精度を高めるためにタブレット端末を活用して視覚的に自分の演技を確認し、課題

解決に向けて取り組むことができる。 
 

  

ホワイトボードを用いて活動のながれ、課題を可視

化している。指示は短く、端的にまとめられてい

る。 

グループで交替して補助をしたり、技を見合ったり

するなど、意欲的にそれぞれの課題に取り組んで

いる。 

 

 

 

 

広々としたグラウンドは、整備が行き届いている。

さらに、校地周りに 830ｍのランニングコースが

整備されている。 

体育館にはヒーターが設置されており、訪問日は

12 月にも関わらず防寒具の必要はなし。武道場も

同様の仕様となっている。 

〈スクールデータ〉45６名 
生徒の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

82.3％（平均 81.4%） 

運動は大切 

86.3％（平均 92.7%） 

体育の授業が楽しい 

93.9％（平均 87.7%） 



  

タブレット端末も活用されており、体育館には専用

のスタンドも常備されている。 

男女ともに新しい技に挑戦する生徒が多く、成功し

た生徒が動きのコツを周りの生徒に伝える姿が見

られた。 
 

授業２ ３年生 球技（ゴール型：バスケットボール）        
  

【ねらい】  

・自分たちで活動の手順を伝え合い、チーム練習や試合運営の主体的な活動を実現することができる。 
 

  

導入時に活動のながれと合わせて評価規準が示さ

れ、目指す姿が具体的に説明される。 

それぞれの活動は時間が決められており、練習か

らゲームへとテンポよく展開する。活動量が非常に

多く、休む間なく活動が行われている。 

  

学習カードは、ロイロノートを用いて入力し、提出

ボックスに毎回提出する仕組みになっている。教師

は、データを蓄積して評価材料としている。 

導入時に示された本時の評価規準に照らして、自

己評価が行われる。具体的な姿が示されているた

め、振返りのポイントが明確である。 

 

 どちらの授業も導入・まとめにおける教師の説明が端的にまとめられ、活動時間が十分に確保され

ている点が印象的であった。展開においても途中で活動を止めるような場面はなく、テンポのよさが

感じられた。導入での説明や課題提示が短時間だったにもかかわらず、生徒にしっかりと理解されて

いることが伺えた。 

 体力テストの結果では、全学年男女ともに長座体前屈、50ｍ走の数値が高い。シャトルランの数値

はすでに高い水準にあるが、さらに上昇傾向にある。 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 高等学校 

 

訪問校７ 
 

 

新潟県立糸魚川白嶺高等学校 

訪問日 令和６年１１月２０日（水） 
 

学校紹介 

○生徒とのコミュニケーションを大切にした授業づくり 
 全日制 総合学科 300人 （１年次３クラス、２年次３クラス、３年次３クラス） 

 運動部活動の加入率は 28%と県平均値を下回っており、体力テスト結果からみた体力レベルも県平均

値と同等かやや下回っているが、「運動・スポーツが好き」は県平均値を上回っており、特に、「体育の

授業が楽しい」は 93.7％と県平均値を大きく上回り授業の満足度が高い。 

 体育の授業では、生徒と積極的にコミュニケーションを図っており、種目や用具、ルール、練習方法

等の様々な場面で生徒の意見を大切にし、生徒自身が選択する機会を設けることで目的意識を高く持っ

て取り組めるようにしている。また、運動時の心拍数の測定による運動強度などを理解させることで、

知識を根拠とした選択につなげる工夫もしている。 

体育科教諭同士の情報交換がとても活発であり、生徒の様子を日常から頻繁に共有していることが、

生徒とのコミュニケーションに役立てられている。 

科目「体育」の他、選択科目としてスポーツⅠ、スポーツⅡを実施しており、地域の陸上競技場やゴ

ルフ場等の体育施設を活用することで、生徒の興味・関心を引き出し、専門性を高めた授業を展開して

いる。 

 学校訪問時の授業では、生徒の意見や選択、時には失敗したプレイに対しても肯定的な声掛けが多く

見られ、授業が進むにつれて生徒の意欲がより高まっていく姿が見られた。また、用具や方法、ルール

を工夫することで、学習のねらいが明確となり、理解を深めたことが技能の変容として見られた。授業

終了時には、選択種目で分かれて活動していた生徒を一同に集合させ、種目ごとの振り返りを発表させ

ることで他の種目の取組を共有させる工夫が見られた。教師による生徒との積極的なコミュニケーショ

ンや肯定的な声掛けが、生徒の意欲を引き出し、生徒同士の対話的な活動にもより良い影響を与えてお

り、安心して運動・スポーツを楽しむことができる雰囲気を作り出していた。  

 

 
 

  

授業１ ３年生 球技（バレーボール・バドミントン・スポレック・卓球・ベースボール）  
 

【本時のねらい】 

・既習内容が発揮できるよう主体的に取り組むとともに、他者との協働的な活動を通して、スポーツに

意欲的に取り組むことができるようにする。 
 

  
全体で準備体操、ストレッチ、補強運動を行った

後、本時のねらいを理解し、各選択種目に分かれて

活動を始める。 

常に生徒に問いかけながら既習内容の理解を確認

したり、生徒の思考を引き出したりすることで、生

徒が意欲的に取り組めるようにしている。 

〈スクールデータ〉３０１名 
全校生徒の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

84.6％（平均 77.6%） 

運動は大切 

93.6％（平均 90.9%） 

体育の授業が楽しい 

93.7％（平均 87.1%） 



  
適度に空気を抜いたボールを用いてキックベース

やハンドベースを行うことで、状況に応じた守備や

走塁にねらいを絞った授業が展開された。 

守備側は送球の優先順位を確認したり、攻撃側は

走者を進めるための打つ方向を確認したりするな

ど、グループでの対話が積極的に行われ、対話に

より深まった思考が徐々に技能に現れた。 
 

 

授業２ １年生 球技（ゴール型：バスケットボール）       
  

【本時のねらい】  

・ルールを理解し、バスケットボールを楽しめるようにする。 
 

  
導入では準備運動としてドリブルをしながらランニ

ングや鬼ごっこを行い、ボールを扱いながら体を

温めていく。 

シュート練習では前時までの学習を思い出しなが

ら自分のペースでフォームを確認したり、自分で位

置や距離を選択してシュートの練習をしたりしてい

る。 

  
ゲームでは肯定的な声掛けで生徒の意欲を高めな

がら活発な活動を引き出し、本時のねらいである

ルールの理解は、ゲームの中での事象を問いかけ

ながら理解を深めさせている。 

プレイだけでなく運営も含め、役割を交代しながら

全員がバスケットボールを楽しめるよう短時間の

ゲームを多く行い、休憩時には課題を整理する対

話的な活動が行われた。 
 

 

 

 



令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 高等学校 

 

訪問校８ 
 

 

新潟県立長岡高等学校 

訪問日 令和６年１１月１８日（月） 
 

学校紹介 

○「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善への取組 
 全日制 普通科 717人・理数科 242人 （１年次８クラス、２年次８クラス、３年次８クラス） 

 生徒の体力テスト結果からみた体力は、ほぼすべての項目で県平均値を上回っているが、「運動・スポ

ーツが好き」、「体育の授業が楽しい」の割合に課題感を持っており、様々な工夫を行い、その向上に向

けて取り組んでいる。 

 体育の授業では、生徒の体力の維持・向上の支えとなっている学校独自の体操と補強運動、ランニン

グアップ（ランニングの中に、加速やスキップ、ランジ等の様々な動作を入れたもの）を毎時間行いな

がら、主運動では主体的・対話的な学習活動を積極的に取り入れている。タブレット端末を積極的に活

用し、主体的な学びにつなげるために課題を明確に提示することや、対話的な学びにつなげるために、

生徒が対話の根拠となる情報やデータの収集、整理ができるように取り組み、ロイロノートを利用する

ことで情報共有や課題の提出にも活用している。また、タブレット端末の活用は、運動を苦手としてい

る生徒にとっては自己の課題を明確にし、教師にとっては個別の対応を検討する際にも役立てられてい

る。 

 学校訪問時の授業では、全体での準備運動後に選択した種目ごとに分かれ、種目を担当する教師がね

らいを明確にした上で、生徒が自己の課題を確認し主体的に取り組む姿が見られた。また、自己の課題

に取り組む中で、ペアやグループでの対話の時間が設定されており、協働的な学びの機会を設ける工夫

が見られ、生徒が自己の課題と取組をグループで共有することで、課題について様々な視点から考える

姿が見られた。その他、用具やルールを工夫することで種目の特性を楽しませたり、思考のきっかけを

作ったりする様子が見られ、「主体的・対話的で深い学び」に向けた取組により、「運動・スポーツが好

き」、「体育の授業が楽しい」の割合を向上させようとする授業改善の取組が見られた。 

 

 
 

  

授業１ ２年生 球技（ネット型：バドミントン・卓球）  
  

【本時のねらい】 

・自己や仲間の課題を共有し、課題解決に有効な練習方法の選択について自己の考えを伝え、グループ

で練習方法を設定することができるようにする。 
 

  
全員で毎時間行う学校独自の体操と補強運動、ラ

ンニングアップは、体力の維持・向上の支えとなっ

ており、その後、種目ごとに活動場所に移動する。 

教師から個人への前時のフィードバックを再度確

認し、本時のねらいを明確にした上で、自己の課題

に取り組めるようにしている。 

〈スクールデータ〉９５９名 
全校生徒の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

80.1％（平均 77.6%） 

運動は大切 

89.8％（平均 90.9%） 

体育の授業が楽しい 

81.9％（平均 87.1%） 



  
バドミントンと卓球に分かれ、それぞれの種目のグ

ループごとに課題に取り組んでおり、グループの

中で気付いたことや助言を積極的に伝え合ってい

る姿が見られた。 

個人の振り返りを行った後に、グループで情報共

有し、他者からの意見を参考にしながら自己の振

り返りをさらに深めていた。教師からの指示によ

り、動画やワークシートを提出する。 
 

 

授業２ １年生 球技（ネット型：バレーボール）       
  

【本時のねらい】  

・空いている場所を守ることを中心に自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦を立て、ボール

操作とボールがないときの動きに着目して攻防を展開できるようにする。 
 

  
ランニングアップでは、ランニングやダッシュの間

にスキップ、腕回し、サイドステップ、ランジ、リズム

ジャンプ等の動作が設定されており、体の軸や重

心、足運びを意識させることで各種運動につなげ

ている。 

生徒の意見を参考に、ソフトバレーボールを用いて

ワンバウンドまでは継続できるルールを採用し、運

動が苦手な生徒もゲームを継続する楽しさを味わ

いながら学べるようにしている。 

  
例え判断が遅れても、ワンバウンドルールによりボ

ールに追いつくことでゲームを継続することがで

き、守らなければならなかった空間に気付くことも

できる。 

チームの作戦やボールがないときの動きについて

短時間でのグループの対話機会を設け、教師の問

いかけを参考に考えながら、ゲームを繰り返してい

た。 
 

 



 
令和６年度 学校における体育・健康に関する指導の充実を図る学校訪問 高等学校 

 

訪問校 9 
 

 

新潟県立新発田高等学校 

訪問日 令和６年１２月１０日（火） 
 

学校紹介 

○生徒の充実した活動を支えるための活動場所や環境を工夫した授業づくり 
 全日制 普通科 727人・理数科 123人 （１年次７クラス、２年次７クラス、３年次７クラス） 

 「体育の授業が楽しい」が 94.9%で、「運動・スポーツが好き」を 14.4 ポイント上回っており、授業

の満足度が高い。 

 体育の授業では、活動場所や環境を工夫することで生徒が意欲的に取り組めるようにしている。体育

館のギャラリーは周回できるランニングコースとなっており、ギャラリーと大体育館・小体育館のフロ

ア、その階下に位置する多目的スペースも活用してコースを整備し、ランニングやサーキットトレーニ

ングに活用したり、ランニング時には生徒が選んだ楽曲をスピーカーで流したりするなど、生徒が意欲

的に取り組めるための工夫をしている。 

タブレット端末を活用し、授業の内容に関連する動画（予習として参考となる動画）をアップロード

しており、見通しを持って体育の授業に取り組める工夫も生徒の意欲を引き出している。 

 学校訪問時の授業では、生徒が主体的に活動する姿が多く見られた。その中でも、自己の課題や考え

を他者に伝えるだけでなく、課題解決のためにどのように取り組んでいくか生徒同士で対話する機会が

多く見られ、楽しく取り組む様子が印象的であった。また、教師から生徒への指示は少なく、教師の肯

定的な声掛けや問いかけが、生徒同士の対話のヒントとなり、生徒の意欲的な取組につながっていた。 

生徒の主体的な活動を促す教師の声掛けと、充実した活動を行うことができる活動場所や環境の工夫が

生徒の体育授業への意欲を高めていた。 

 

 

 

 
 

  

授業１ ２年生 球技（ネット型：卓球）  
  

【本時のねらい】 

・課題解決のアイデアを伝え合うなどの活動に主体的に取り組み、互いに助け合い高め合おうとするこ

とができるようにする。 
 

  
生徒が前時までの課題を整理し、個人やグループ

の考えを取り入れながら本時の活動内容を検討

し、全員で確認しながら内容を決定する。 

様々な練習メニューがマグネットで用意されてお

り、本時の内容をホワイトボードに貼り付けて示す

ことで、全員が見通しを持って取り組めるようにし

ている。 

〈スクールデータ〉８５０名 
全校生徒の平均値 

 

運動・スポーツが好き 

80.5％（平均 77.6%） 

運動は大切 

89.9％（平均 90.9%） 

体育の授業が楽しい 

94.9％（平均 87.1%） 



  
領域選択により大体育館ではバスケットボール、小

体育館では卓球、格技場ではダンスが実施されて

おり、活動のスペースが十分に確保されている。 

運営の役割を交代しながら、シングルス・ダブルス

のゲームが展開され、ゲーム間には試合結果の記

録や振り返りを行っていた。 
 

 

授業２ ２年生 ダンス       
  

【本時のねらい】  

・リズムの特徴を捉え、変化のある動きを組み合わせて、リズムに乗って全身で踊ることができるよう

にする。 
 

  
本時はダンスの発表を行い、振り返りでの自己評

価や他者評価に活用するため、発表はタブレット端

末で録画し、動画を生徒の端末に共有していた。 

発表前には、他のグループから課題の指摘や改善

に向けた助言を行う機会が設けられ、再度グルー

プでの課題の改善に取り組む練習時間を経て、発

表につなげる工夫をしている。 

  
振り返りでは、個人が端末で共有された動画を確

認しながらグーグルフォームを活用した自己評価

や他者評価を行い、その後はグループでの振り返

りが行われた。 

領域選択により大体育館で実施されているバスケ

ットボールにおいても男女共習で授業が展開され

ており、ルールを工夫しながら男女混合チームでゲ

ームを楽しむ姿が見られた。 

 


